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【勇払市街への大型トラックの通行について】
　勇払自治会

　勇払市街への大型トラックの通行が多くなり、住宅地
での安全が脅かされております。
　大型トラックの道道苫小牧環状線（R781）走行利用促
進（勇払市街走行回避）を願いたい。

【ミーティング開催時回答】
　昨年も同様の御要望をいただき、室蘭地区トラック協
会苫小牧支部に対し、大型車両の通行に関する要請
文を提出させていただいたところでございます。
　トラック協会には、会員（260社）に文書を送付し対応し
ていただいたものと伺っておりますが、今年度も引き続
き、トラック協会に対する要請活動を継続し、安全・安心
の確保に努めてまいりたいと考えておりますので御理解
願います。

【令和２年３月末時点回答】
　12月24日に、市、苫小牧港管理組合と室蘭地区トラッ
ク協苫小牧支部に対し要請文を提出いたしました。

B

B

産業経済部
　港湾・企業振興課

市民生活部
　安全安心生活課

３　町内会からの要望事項及び回答（担当部順）

※再掲欄に★印があるもの・・・複数部にまたがる要望事項で、再掲したもの
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【勇払地区の人口増対策】
　勇払自治会

苫東地区への進出企業の社宅誘致並びに市営住宅
の新築。

　苫東地区への進出企業の社宅誘致につきましては、
企業において社宅の建設が計画される際には、市とし
ても幅広い情報提供に努めさせていただきたいと考え
ておりますので、御理解願います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（港湾・企業振興課）

　本市では、将来の人口動向や財政状況等を見据え、
平成30年３月に「苫小牧市営住宅整備計画（計画期
間：平成30年度～令和19年度）」を策定し、今後の市内
全体における市営住宅の適正な供給戸数についてお
示しをしております。
　この計画では、市内全体における市営住宅の供給戸
数を現在の273棟・7,113戸から令和19年度までに136
棟・4,980戸へ集約を進めることとしており、勇払地区に
おきましても、中層住宅の建替えや平屋住宅の解体等
を含め、現在の19棟・242戸から２棟・103戸へ集約を進
めていく計画となっております。
　ただし、本計画は令和19年度までの中・長期的な計
画となっておりますので、今後、市営住宅を取り巻く社
会情勢に変化が生じた場合等には、適宜、計画の変更
について検討を進めてまいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住宅課）

C

C

産業経済部
　港湾・企業振興課

都市建設部
　住宅課

産 3 【勇払前浜ラインの浸食防止対策】
　勇払自治会

　８月６日港管理組合より令和２年度に日本製紙工場排
水溝西側の護岸工事を計画している話は伺っておりま
すが今後の計画はどのようになっていますか？

　直近の勇払浜の海岸整備といたしまして、平成27年
度から砂浜の侵食が著しい日本製紙工場排水溝の東
側約300ｍを護岸整備し、平成29年度に完成いたしまし
た。
　今後の海岸整備として、日本製紙工場排水溝西側約
50ｍを消波ブロックによる侵食防止対策の整備事業に
着手する予定となっております。

B 産業経済部
　港湾・企業振興課
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産 4 【勇払自治会での地域重点課題③】
　勇払自治会

　勇払防潮林内の遊歩道整備促進を要望します。

　防潮林は、高潮、潮風などの防止を目的として設置さ
れ、防潮林内の通路直下には、下水管を埋設しており
ますので、これらの維持管理用に通路を設けているとこ
ろでございます。このため、管内清掃（浚渫）作業や緊
急点検時など作業車両の通行に支障がない範囲にお
いて一般利用を可能としておりますが、遊歩道として整
備をする上では、財政上の課題や利用状況等を考慮
する必要があると考えております。なお、現状において
は地域住民の皆様が散策等で使用されていると伺って
おりますので、使いやすい状態にするための方策につ
いて検討してまいりたいと考えておりますので、御理解
願います。

C 産業経済部
　港湾・企業振興課

産 5 【勇払自治会での地域重点課題④】
　勇払自治会

　勇払マリーナの親水空間の拡大と整備促進を要望し
ます。

　勇払マリーナの親水空間の拡大と整備促進は、港の
魅力向上が期待され、そのことによる来訪者や観光客
の交流人口増加は勇払地区の新たなにぎわいづくりや
地域の活性化に寄与するものと思われます。
　一方で勇払マリーナの水域はボートの係留や航行の
ための必要な施設となっており、御要望をいただいた親
水空間拡大などの整備につきましては、地域住民や苫
小牧港管理組合など関係者と慎重に議論を進めていく
必要があるものと考えておりますので、御理解願いま
す。

C 産業経済部
　港湾・企業振興課
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【ミーティング開催時回答】
　北海道農政事務所地域第９課庁舎につきまして、所
管しております農林水産省北海道農政事務所に確認し
たところ、防犯については庁舎警備を警備サービス会
社へ委託中であること、雑草処理については平成30年
度まで農政事務所で実施しておりましたが、今年度に
ついては10月末までの草刈り及び樹木の剪定を外注
済みと伺っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農業水産振興課）

　苫小牧東部国家石油備蓄基地研修所・中野社宅に
つきましては、国有施設ということで経済産業省（資源
エネルギー庁）に確認しましたところ、不定期ではある
が、現地確認を行い施設の現状把握を行っており、今
年度も草刈りを実施したものと伺っております。また、今
後は売却も含め、施設の利活用について検討を行う必
要があると認識しているとのことでございます。
　市といたしましても、今後、地域住民の方々が懸念さ
れているような事態が生じないように、国と連携して対応
してまいりたいと考えております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（港湾・企業振興課）

【令和２年３月末時点回答】
　北海道農政事務所から令和元年10月21日付けで草
刈り及び樹木の剪定が完了したとの連絡があり、当課が
同年10月31日に現地において、実施されたことを確認
しております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農業水産振興課）

B

B

A

産業経済部
　農業水産振興課
　港湾・企業振興課

産 6 【元中野町内の建物の管理について】
　元中野町内会

　国か道の機関施設であると思いますが、北海道農政
事務所地域第９課庁舎（元中野町３－３－６）、苫小牧
東部国家石油備蓄基地研修所・中野社宅（元中野町３
－４－15～21）の各施設が、使用されないまま、何年か
経過しています。
　町内会として、防犯・雑草処理など今後色々なことが
心配されます。苫小牧市の建物ではないと思います
が、国・道に今後の建物の管理について問合せお願い
します。
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【町内通勤道路化の緩和】
　船見町港北町内会

　道道厚真-苫小牧線の交通ラッシュ回避の為、町内道
路が使用され死亡事故も発生した。道道南側の道路の
不通部（日軽金内）の早期開通を港開発殿へ促進依頼
願います。

【ミーティング開催時回答】
　御指摘の市道船見１号線につきましては、大変痛まし
い死亡交通事故が発生いたしました。
　事故後、道路管理者、市、苫小牧警察署で道路診断
を実施し、車両に対するスピード違反などの取り締まり
を要請いたしました。
　また、市で対応できる安全対策として、スピードダウン
などの注意喚起看板を設置したいと考えております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（安全安心生活課）

　御要望の道道南側の道路は、道道の渋滞緩和や
フォークリフトなど港湾関連車両の移動の円滑化などを
目的に位置づけられた埠頭間道路（臨港道路西部中
央１号線）であり、現在、苫小牧港管理組合が整備を進
めております。 この埠頭間道路の開通により、道道の渋
滞緩和などの効果が期待されますが、町内道路の交通
安全対策につきましては、関係部局とも連携を図りなが
ら有効な対策を検討してまいりたいと存じます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（港湾・企業振興課）

【令和２年３月末時点回答】
　苫小牧警察署とも協議し、10月31日にスピードダウ
ン・スピード落とせの車両に対する注意喚起看板を設
置しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（安全安心生活課）

A

B

A

市民生活部
　安全安心生活課

産業経済部
　港湾・企業振興課
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産 8 【天然ガスの一般家庭利用実現】
　沼ノ端中央町内会

　地域の皆さんが待望しており、１日も早く実現すること
を望む。

【ミーティング開催時回答】
　沼ノ端中央地区に天然ガスを供給する民間会社から
は、地域住民の皆様からのニーズをお聞きしながら、段
階的にガス管延長工事を行っていくと伺っております。
　今後につきましても、天然ガスの供給範囲を増やして
いきたいとのことでございますので、御理解をお願いし
ます。
　また、市といたしましても町内会からの御要望につい
ては引き続き民間会社にお伝えしております。

【令和２年３月末時点回答】
　沼ノ端中央地区に天然ガスを供給する民間会社から
は、地域住民の皆様からのニーズをお聞きしながら、段
階的にガス管延長工事を行っており、今後につきまして
も、需要があれば、新規造成地区に合わせガス延長す
る計画もあると伺っております。

D

D

産業経済部
　工業・雇用振興課


